
宮城県における気温の統計的な分析

　ii）緯度効果の絶対値は冬大きく，夏小さい．

　iii）∠∫ゴ分布は大略的に山岳地帯は大きく，一平野部は

小さい・4右分布は宮城県の東北部と西北部と南部に3

つの低い部分がある．

　iv）最低気温は約20km内陸まで直線的に海洋効果の

影響を受け，海水温によって1月は約1．0。C引き上げら

れ，8月は約1．3。C引き下げられる．最高気温は約50

km内陸まで非直線的な海洋効果の影響を受け，海水温

によって1月は約1．OOC引き上げられ，6，7，8月は約

1．5。C引き下げられる．

　v）海洋効果は気温と海洋水温との差に対して，近似

的に直線的な相関を持つが，より正確に言えば，冬より

夏が顕著である．

　以上の調査で問題となるべき点の主なものを上げると

　1）宮城県の地勢の特性どして，標高hゴと海岸から

の距離1ゴとが互いに独立ではないので，純粋な標高効

果と海洋効果を算出することが困難なこと
　　　　　　∂渉　　∂オ　　∂渉　　　∂T　　∂T　　∂T
2）各係数π・∂ψ・π，亀薇r・∂ψ・π

∠Tゴのより正確な数値を求めるには2次的に反復して係
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数を求める必凄があること．

　3）各係数を使って次には逆に宮城県内の任意の地点

の月平均気温を算出できるわけである．しかしその際に

任意の地点の標高，緯度，海岸からの距離はわかったとし

ても，展開度や地被状態の尺度となるものはわからない

だろう．それで，推定値を出した場合（3）と（4）式から

わかるように必然的に助十εiゴ（最低気温），∠Tゴ十εi∫

（最高気温）の誤差を生ずるわけである．この誤差がは

たしてどの程度であるかということを調べたら，よかっ

ただろうこと．

　最後に内海技術部長の不断の御鞭捲に対し，また終始

御指導くださった草野観測課長と角野地上係長に深く感

謝する。また係員の皆様の日頃の好意と協力に深く御礼

申し上げる。
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気　象界　消　息
　1．　淵氏インドに出張

　本学会理事，気象庁海洋課長の淵秀隆博士は7月15日

から7月23日まで，「国際インド洋観測会議出席ならぴ

にインド国気象機関視察」めためインドに出張された．

　2　藤原氏ヨーロッパに出張

　本学会会員，気象庁測器課補佐官の藤原寛人氏は，

「気象用レーダーおよぴ無線気象測器の研究面と実情調

査」のため，7月22日から10月3日まで，スエーデン，

西ドイツ，連合王国，スイス，エジプト，インド，タイ

および香港に出張される．

　5．　広野氏フランスに出張

　本学会会員，気象庁地震課長の広野卓蔵博士は，「パ

リーで開催される国際測地学，地球物理学連合国際地震

集報小委員会会議に出席」のため，7月7日から7月17

日まで，フランスに出張された．

　4．　竹内氏沖縄に出張
　　　　　
　気象庁高層課指導係長の竹内旦氏は，「琉球政府職員

に対し，高層気象観測の実地指導を行なう」ため，6月

9日から9月10日まで，沖縄に出張される．

　5．　梅雨前線による豪雨

　6月24日から7月10日にかけて，日本各地で梅雨前線

による大雨が観測され，多大の被害があった．（本号234

頁参照）
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